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■事務局からのお知らせ

◎お待たせいたしました。腰、膝、脚等を痛めている皆様へ。11 月 16 日の例会の後にや

っと「植松誠二」さんをお招きすることが出来ました。植松さんは現在 52 歳。高根町で

「ウエマツ自然療養センター」を営むかたわら、趣味のアマチュアレスリングの世界で

も活躍され、2018 年には全日本マスターズで日本一に、今年 7 月には全日本社会人レス

リング選手権 57kg 級で銀メダルを獲得、正月にはオリンピック選手達が集結する天皇

杯に最年長で出場する権利を獲得しました。常に自分の体を最高のコンディションに保

つことを毎日の生活の中でも実践している植松さんに、腰、膝などに問題を抱えている

私たちに向けて、日々気を付けることなど等のあれこれをお話ししていただきます。質

問等も受け付けます。皆で知恵を出し合い、いつまでも歩ける体であり続けましょう。

お待ちしています。会場は高根町農村環境改善センター 時間 13：30 から１時間程度。

◎500 選ハンコの件。

NO６の「甲斐の道・茶道峠を越える道」のハンコが行方不明で、探しております。お心

当たりの方がいらっしゃいましたら事務局多賀までご連絡下さい。日本ウオーキング協

会は「歩きたくなる日本の道 500 選」を選定・推奨しています。各コースにハンコがあ

り、完歩された方に押印して証明しています。山梨県内では 10 のコースが用意され、当

会も 10 のハンコを用意しているのですが、NO6 の「茶堂峠」だけがいつの間にか行方不

明になっていました。恐れ入りますが今まで「茶道峠」を担当された方は今一度バック

の中などを探していただきますようお願いいたします。

◎新会員：長瀬八千代さん(北杜市)

--------------------------------------------------------------------------------

【2022 年 11 月の行事詳細】

■11 月 2 日(水) 月例会 韮崎市民交流センター(ニコリ) 2 階第 9 会議室 10：00

■11 月 7 日(月) 鏝絵巡りシリーズ第 10 回 長坂の鏝絵巡り

リーダーの足の故障が十分には回復していないため延期いたします。
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■11 月 11 日(金) 500 選の道(19-03)信玄棒道ウォーク(ポッキーをもって棒道を歩こう)

恒例になりました歩こう会設定の 11 月 11 日棒

道の日の棒道ウォークです。今年も 6 キロ 15 キ

ロの 2 コースです、体力に合わせてお好きなコ

ースを歩いて下さい。

ドウダンツツジ モミジの紅葉 唐松の黄葉今年

はどんな饗宴が見られるでしょうか楽しみで

す。

今年ももちろんポッキーがお供です又これも恒

例?になりました｢棒道の日募金｣も行いたいと

思います、歩ける事に感謝してご協力宜しく御願いします。晩秋の八ヶ岳南麓の風を感

じながら歩きましょう。

6 キロは 3 分 1 湧水館、15 キロは道の駅こぶちさわで食事が出来ます。

・コース

6 キロ：三分一湧水館～棒道～女取湧水～三分一湧水館(昼食)

15 キロ：三分一湧水館～棒道～馬の道～道の駅こぶちさわ(昼食 トイレ)

～モミジの回廊～三分一湧水館

・集 合：三分一湧水館 6 キロ 15 キロ共に 9:30

・解 散：三分一湧水館 6 キロ 13 時 15 キロ 15 時

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：昼食･飲み物･雨具･ダイアリー

・担当者：6 キロ 進藤律子(090-8948-2017) 市川富美子(090-2622-3688)

15 キロ 大嶋俊壽(080-2044-4766)  小塚敏夫(090-2175-0426)

■11 月 14 日(月) 谷村路を往く(第 3 回)

甲州街道から大月宿で分岐し、富士山へと向かう道が富士道です。郡内地域(富士北麓・

東部地域で旧都留郡一帯を指す)の交通・物流の動脈として機能した道で郡内地域の政

治・経済・文化の中心であった谷村につながる道という意味で谷村路とも呼ばれます。

富士講の開祖は人穴で修行した長谷川角行といわれています、角行師から数えて 5 世と

なる月行に深く感銘を受けた身禄は月行の弟子となり行商で身を立てつつ信仰を深めて

いきました。やがて身禄は元来の勤勉実直さにより莫大な資産を築きましたが、60 歳の

時全財産を残らず使用人に分かち与え自分は行商人に戻り妻子とともに質素に暮らしな

がら四民平等、男女平等、勤勉力行、諸事倹約等の道徳的規範を中心に富士信仰を説き

ました。享保 7(1732)の享保の大飢饉の中で富士山に入定を決意、富士の雪水を飲む

だけの断食瞑想し入定を果たすまでの 31 日間の口述記録が「三十一日の巻」として富士

講最高の教典とされるようになりましたこれが「講」の形態をとる富士講の興りとなり

「身禄講に非ざれば富士講にあらず」とまで言われるようになりました。この食行身禄

の没後 150 年忌を記念した碑で身禄を偲び、また御師町・御師坊で盛んであった頃の富

士講を想像してみましょう。

・コース：富士急三つ峠駅(トイレ) →食行身禄の碑 → 一乗寺 → 富士登山道標 → 富

     士急寿駅(昼食、トイレ) → 小室浅間神社 → 西浦 → 金鳥居 → 旧外川家住
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宅→(北口本宮富士浅間神社) → 富士急富士山駅(トイレ)

・距 離：約 12Km

・集 合：富士急三つ峠駅 10 時 40 分

(小淵沢発 8：01 甲府乗換 8：54 大月乗換 10：01 三つ峠着 10:32)

・解 散：富士急富士山駅 15 時 50 分頃

(富士山発 15：58 大月着 16：50 大月発下り 17：13 小淵沢行きを目標)

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：弁当、飲み物、雨具、ダイアリー、保険証等

・担当者：大嶋俊壽(080-2044-4766) 小塚敏夫(090-2175-0426)

・その他 昼食場所は検討中で変更の可能性があります

     時間により北口本宮浅間神社はパスする可能性があります

■11 月 16 日(水) リハビリウォーク＆膝痛・腰痛対策などの講習会

◎浅川兄弟ゆかりの道ウォーク

久しぶりに浅川兄弟ゆかりの道を歩きます。

以前歩いたコースは 10 キロほどでしたが、今回は 12 時過ぎにはゴールとするため、短

縮コースです。

高根図書館に併設された浅川兄弟資料館前から出発、生家跡、墓所やゆかりのお寺など

を見学、資料館に戻る 6 キロ弱のコースをのんびり歩く予定です。最近建ったばかりの

顕彰碑も見学します。ゴール後、時間があれば、ぜひ資料館にも入ってごらんになって

ください（入館料 210 円です）

【北杜市高根町出身の浅川伯教（のりたか）・巧兄弟は、日本の植民地統治下の朝鮮半島

へ渡り、差別や偏見にとらわれることなく朝鮮の人々と接し、朝鮮を捉えることのでき

た日本人でした。

資料館では、朝鮮工芸の美に魅せられた浅川兄弟の人と業績を紹介、年譜やビデオ解説、

ジオラマ、朝鮮青磁・白磁のほか、多才な芸術家であった伯教が残した書や絵画の数々、

巧が朝鮮の人々へのさまざまな想いを綴った日記など、貴重な資料が展示されています。】

・コース：高根図書館(トイレ) → 生誕の地 → 墓所 → 熱田神社 → なかみせ → 資料

館（トイレ）

・距 離：約 6Km

・集 合：高根図書館駐車場 10 時
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・解 散：ウォーク解散は 12 時 30 分頃 その後 1 時 30 分から膝痛・腰痛などに関する

講座

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：お弁当、飲み物、雨具、ダイアリー、保険証等

・担当者：風路(0551-36-3826) 市川富美子(0551-37-6440)

◎膝痛・腰痛対策などの講習会

会場：高根町農村環境改善センター 時間：13：30 から１時間程度

講師：植松誠二さん

■11 月 18 日(金) ぶらり中山道 十二兼駅～妻籠宿

概要：「夜明け前」の冒頭「木曽路はすべて山の中で

ある」と続く記述は今回歩く三留野宿あたりを念頭

に書かれたものです。現在はその面影が残っており

ませんが、木曽路最深部であることは間違いなく、い

ろいろ想像を楽しみながら歩ける道です。福沢諭吉

の娘婿福沢桃介は渋沢栄一や岩崎弥太郎と並ぶ明治

の起業家で、中でも木曽川や天竜川の水力発電に力

を注ぎ、電力王とも称されました。今回、桃介が残し

た歴史遺産「木材を運ぶためのつり橋」を見学しま

す。つり橋の上をトロッコが走っていたそうです。

・距離：11 キロ(JR 十二兼駅～妻籠宿)

・バスコース往路：穴山駅(7：50)⇒長坂ローソン(8：

10)⇒小淵沢駅(8：30)⇒十二兼駅付近の路側帯(11：

25)

・バスコース復路：妻籠宿(16：00)⇒穴山駅(18：30)

・現地集合の方：JR 十二兼駅付近の路側帯に 11：25

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・バス代金：会員 5.500 円 一般 6.000 円

・持ち物：飲み物、ダイアリー、雨具、保険証

・昼食：蕎麦屋を予約してあります。

１．ざるそばにエビ天 3 本￥900

２，温かいそば(天ぷらそば)に替えることもできま

す。

３，うどん(令又は温)に替えることも可能です。

※１以外を希望の方と弁当持参の方は担当者までお知らせください。

・担当：多賀純夫 090-8857-2864 風路和子 080-6715-3826

・申し込み： ywa-member@ml.ywa.jp 又は taga-ya@pairhat.jp

  又は担当者に電話か FAX0551-32-6877(多賀)

  バス乗車地と携帯番号をお知らせください
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■11 月 21 日(月) 500 選の道(19-9) 甲斐の道・秩父往還

晩秋の松里は、毎年の風物詩になるオレンジ色に染まった枯露柿のすだれを見ることが

できます。地元では(えんざんやま)という愛称で親しまれている塩ノ山自然遊歩道を

歩き、昔の面影が色濃く残る古道・秩父往還巡りウォーキングになります。途中におい

ては、甲斐の小鎌倉と呼ばれている、武田の歴史にふれる名刹・恵林寺を訪ねます。少

し欲張ったコースになっています。

コースにおいては、緩やかな坂道の塩ノ山自然遊歩道(標高５５６M)を歩きます。休憩

時間を十分にとりながら、列の間隔を開けないように歩行ペースに注意していきます。

・コース：JR 塩山駅北口(トイレ)→塩山温泉郷→塩ノ山自然遊歩道→放光寺(昼食・トイ

レ)→恵林寺(トイレ)→常泉寺→甘草屋敷→JR 塩山駅(トイレ)

・距 離：約 12ｋｍ

・集 合：JR 塩山駅北口 9：30

上り 小淵沢駅 8：01→穴山駅 8：19→韮崎駅 8：27→甲府駅 8：41・甲府駅 8：54→石和

温泉駅 9：01→塩山駅 9：13

下り 大月駅 8：46→塩山駅 9：25

・解 散：JR 塩山駅 15：30

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：弁当・飲み物・雨具・マスク・ウォーキングダイアリー(会員のみ)・保険証・

その他

・担当者：田中哲夫(090-4927-5044) 小塚敏夫(090-2175-0426)

■11 月 26 日(土) 500 選の道(19-10) とみざわ・六地蔵を巡るみち

秋が深まった南部の郷、どっしりと構える篠井山を横に眺めながら、柔らかな落葉が敷

きしめた東海自然歩道に足を踏み入れながらのウォーキングになります。

傍では、色濃く染まった紅葉を眺めながら、道端では、祠が静かに佇んでいます。心が

洗われていきそうです。又、心地よい汗を肌に感じながら、六地蔵公園に辿り着くと優

しい顔をした六地蔵さんが迎えてくれます。今までの疲れがとれていきます。

コースにおいては、車にお互いに声をかけあいながら注意していきます。又、列の間隔

をあけないように、歩行ペースに注意していきます。
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・コース：JR 身延線、井出駅(トイレ)→富栄橋(富士川)→道の駅とみざわ(トイレ)→六地

蔵公園(昼食・トイレ)→福士金山のイチョウ→最恩寺(トイレ)→道の駅とみざ

わ(トイレ)→井出駅(トイレ)

・距 離：約１５KM

・集 合：電車を利用の方は、井出駅 9：40。

車を利用の方は道の駅とみざわ駐車場 10：30

(迷惑かけない様に駐車して下さい)    

井出駅(田中哲夫)→道の駅とみざわ(小林光修)道の

駅で合流していきます。

中央線上り小淵沢駅 6：02→穴山駅 6：20→甲府駅

(着)6：40

   下り大月駅 5：54→甲府駅(着)6：41

身延線上り甲府駅 7：15→井出駅 9：34 下り富士駅 7：45→井出駅 8：39

  冨士駅方面の方は、集合時間に 60 分程早めに着きます。ご了承ください。

・解 散：井出駅 予定 15：00 道の駅とみざわ 予定 14：10

上り井出駅 15：30→富士駅 16：20 下り井出駅 15：14→甲府駅 17：15

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：弁当・飲み物・雨具・ウォーキングダイアリー(会員のみ)・保険証・マスク・

その他

・担 当：田中哲夫(090-4927-5044) 小林光修(090-4676-2067)

※身延線の運行が中止になった時は、前日(25 日)にホームページにてお知らせします。

ホームページを見られない方は、お手数ですが、田中哲夫・小林光修、両人に問い合わ

せて下さい。

--------------------------------------------------------------------------------

【2022 年 12 月の行事詳細】

■12 月 5 日(月) 江戸巡礼古道ウォーク(第 3 回)

17 番：定林寺～24 番:法泉寺

秩父札所のおこりは文暦元年(1234 鎌倉時代中期)と伝えられています。長享二年(1488 

室町時代中期)には秩父札所番付が実在することから秩父札所が定着していたと考えら

れます。

ただ当時の札所は三十三カ所で、札所の順番も現在とは異なっていたようです。長野県

佐久市にある石碑から大永五年（1525 室町時代後期）には現札所二番の真福寺も含め

秩父三十四カ所となり、西国三十三、坂東三十三と合わせ日本百観音と数えられてきた

ようです。江戸時代までには四萬部寺を一番として始める現在の番付に改められ、点在

する札所を結び江戸方面からの巡礼がしやすいよう巡礼道が整備されたようです。秩父

札所は江戸からも近くまた全ての札所が秩父内（武蔵の国秩父郡）にあり、二十五里ほ

どで全てを巡ることができることから江戸時代元禄年間には江戸の庶民の秩父巡礼が盛

んになりました。ちなみに西国は一巡約二百五十里、坂東は一巡約三百里で、庶民が巡

るにはかなりハードルが高かったと思います。江戸巡礼古道を使い秩父三十四札所を巡

るウォークの第三回目です、札所 17 番の定林寺を出発し札所 24 番の法泉寺あたりをゴ
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ールの目標にしますが、帰りの時間を優先し４時から４時半頃には秩父を出発します。

出発から 19 番の龍石堂までは第 2 回の後半に続く秩父市街地で、歴史を感じさせる蔵

づくりの店などの街並みを楽しみながら歩きます。20 番岩之上堂からは郊外の風景が続

きます。23 番音楽寺あたりから札所間の距離が長くなり、山門から長い階段を登るよう

な札所が現れます。このあたりからがいよいよ秩父札所巡りの醍醐味となります。

・コース：定林寺 → 神戸寺 → 龍石寺 → 岩之上堂 → 観音寺 → 童子堂 → 音楽寺

→ 法泉寺

トイレは各札所とコース上にいくつかあります。昼食場所は未定です、ゴールの

札所は進行状況により前後します。

・距 離：約 12km

・集 合：平田家住宅前駐車場 7：00 甲府駅北口 7：50

道の駅花かげの郷まきおか 8：30

・解 散：道の駅花かげの郷まきおか 18：20 頃 甲府駅北口 19：00 頃

平田家住宅前 20：00 頃

・参加費：会員 500 円 一般 1,000 円 バス代 会員 5,500 円 一般 6,000 円（バス代は

参加者数等により増減の可能性があります）

・持ち物：弁当、飲み物、雨具、ウオーキングダイアリー（会員のみ）、保険証等

・担当者：大嶋俊壽(080-2044-4766) 多賀純夫

・その他：新型コロナウィルスの感染状況によっては再延期、中止の可能性もあります、

ご承知おきください。

・申込み：「バス乗車地」と「携帯番号」を添えて以下に申し込んでください。

多賀純夫 Mail: taga-ya@pairhat.jp Fax:0551-32-6877

■12 月 7 日(水) 月例会 韮崎市民交流センター(ニコリ) 2 階第 9 会議室 10：00

■12 月 12 日(月) 500 選の道(19-8) 日本三大堰・徳島堰を巡るみち(Part3)

武田の里は、きれいに刈り取られた田んぼは、初冬の景色を見せてくれます。里のシン

ボルである甘利山の優しい稜線を右手に見ながら、山裾に沿うように流れている徳島堰

を歩きます。

最大の難工事であったと言われている御勅使川暗渠(みだいかわあんきよ)は、天下の暴

れ川で知られている御勅使川の川床の下を、川幅１５０M 程の長さを横断するように暗

渠(トンネル)が通っています。新たに、先人達の偉大さを知ることになります。

コースにおいては、道幅が狭くて歩道がない所を歩きます。車が近づいたら互いに声を

出し合って、車に注意していきます。

・コース：韮崎駅(トイレ) → 願成寺(トイレ) → 韮崎大村美術館・大村先生の生家(ノー

ベル賞) → 大公寺(昼食・トイレ) → 御勅使川暗渠 → 県立御勅使南公園(ト

イレ)

・距 離：約 11ｋｍ

・集 合：JR 韮崎駅 9：40

上り、小淵沢駅 8：48→穴山駅 9：17→韮崎駅 9：24

下り、塩山駅 8：39→石和温泉駅 8：52→甲府駅 9：16→韮崎駅 9：30
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・解 散：県立御勅使南公園(管理事務所付近) 15：00

解散場所より最寄りの駅まで離れています。

市営バス利用の方は、近くの社会福祉村停車場で乗車します。

(社会福祉村、始発 15：40→韮崎駅 16：01 一人/370 円)

     足に自信のある方は、最寄りの塩崎駅まで歩きます。(約４KM)

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：弁当・飲み物・雨具・ウォーキングダイアリー(会員のみ)・保険証・マスク・

その他

・担当者：田中哲夫((090-4927-5044)) 恵星富子・池田敏子・望月澄子

■12 月 16 日(金) 鎌倉殿の 13K ウォーキング

NHK の大河ドラマ『鎌倉殿の１３人』もいよいよ大詰めです。

初冬の鎌倉の古道を頼朝や登場人物達の思いを想像しながら歩きましょう

・コース：京浜急行金沢文庫駅 → 称名寺(金沢文庫) → (薬王寺) → (安立寺) → 明治

憲法草創碑 → 瀬戸橋 → 枇杷島神社＜昼食＞ → 瀬戸神社 → 京急金沢八

景駅バス移動 金沢八景駅 → ＜京急/神奈中バス＞ → 朝比奈バス停下車

(上総の介広常墓) → 朝夷名切通 → 三郎の滝/大刀洗水 → 光触寺/塩嘗地蔵

→ 杉本寺 → 永福寺跡 → 荏柄天神 → 頼朝墓 → 白旗神社/鶴岡八幡具

→ JR 鎌倉駅

   注： (.－－－）は紹介のみで立ち寄りません。

・距 離：約１０ｋｍ バス３ｋｍ

・集 合：京浜急行金沢文庫駅改札 10 時

・解 散：JR 鎌倉駅東口 16 時 30 分予定

・持ち物：お弁当、飲み物、雨具、マスク、ウォーキング手帳(会員）、保険証

・担当者：最上(080-3253-8113)、村松（090-6526-6737）、村尾

・その他：施設入場に 300 円程度必要になる所があります。

    バス料金 210 円が別途必要です。

    JR の青春１８切符の適用期間です。

    スマホアプリ「AR 永福寺」をダウンロードしておくと復元図が見られます。（無

料アプリ）

    12 月 14 日 18 時の天気予報で鎌倉の 16 日の降水確率 50％以上の場合は開催を

中止します。

・参 考：往路 JR 小淵沢 06：02 発 甲府 06：43 発

     八王子、横浜 経由で京浜急行（特急。急行）で金沢文庫下車

     復路 JR 鎌倉発 16：38 → 小淵沢 21：31

        JR 鎌倉駅 17：14 → 小淵沢 21：31

■12 月 24 日(土) 納会ウォーク(甲府城跡と旧城下町を歩きます。)

甲府城跡について、

400 年の歴史を誇る、国の指定史跡である甲府城跡を訪れます。初めには、復元された

白壁の美しい二重二階層の稲荷櫓になります。敵を寄せつけない威厳のある姿は、冬の
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空に映えて絵になります。次は、初期の頃の本格的な城郭で石垣の高さは、東日本一の

高さを誇る見ごたえのある野面積みの石垣になります。歴史的にも貴重な価値がある野

面積みの石垣だと言われています。今回は、稲荷櫓と野面積みの石垣を訪れます。(夏草

や兵どもが夢の跡)

旧甲府城下町について、

旧城下町は、かっては江戸から学者や文化人、歌舞伎役者が盛んに往来し、(小江戸甲府)

と呼ばれるにふさわしい賑わいをしていたと言われています。

そんな中、特に栄えたのは旧八日町だと言われています。江戸時代に長泉寺前で毎月八

日に市が立ったという理由から名前が生まれて、甲府城が築城され城下町を整備した時

に甲州街道沿いに移したということです。甲州街道は、江戸と甲府を繋ぐ役割を担って

いましたから、旅人も大勢立ち寄ったと言われています。商いの中心地であり、また、

文化の発信地でもあったと言われています。現在の甲府市中央２〜５丁目辺りになりま

す。旧八日町ではやはり、印傳屋・上原勇七さん・煮貝の元祖・みな与さんになります。

(400 年以上の歴史があります)

昭和 20 年(1945 年)甲府空襲、及び都市再開発等で甲府の良き時代の面影が失われまし

た。少しだけ見ることができるのは、旧金手町・旧魚町・旧八日町辺りになると思いま

す。今回は、旧甲州街道沿いの一部歩きます。

快い汗をかいた後は、楽しい食事会になります。

・コース：甲府駅南口・信玄公前(トイレ) → 甲府城跡 → 旧城下町(旧境町・旧横近習通

り・旧金手町・旧魚町・旧八日町) → 柳町大神宮 → 三枝豆店 → 松林軒 →

甲府駅南口(トイレ)

・集 合：JR 甲府駅南口・信玄公像前 10：00

     上り、小淵沢駅 8：48→穴山駅 9：17→韮崎駅 9：25→甲府駅 9：38

下り、塩山駅 9：29→甲府駅 9：49

・解 散：甲府駅南口 12：30

・距 離：４ｋｍ

・参加費：会員 300 円 一般 500 円

・持ち物：飲み物・雨具・ウォーキングダイアリー・マスク・保険証・その他

・担当者：田中哲夫(090-4927-5044) 伊藤清(090-5331-3173)

    小野寿美枝 早川美知子

・その他：食事会 予約制です。13 時より始めます。

     奥京 場所は甲府駅南口近くです。甲府市丸の内２－１５－７

TEL022-228-8250

     一人 2,000 円(税込み)、飲み物は別になります。

     申込み 田中哲夫(090-4927-5044)

--------------------------------------------------------------------------------

【2023 年 1 月の行事詳細】

■1 月 11 日(水) 月例会
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■1 月 14 日(土) 甲府七福神ウォーク

■1 月 23 日(月) 甲斐の道・茶道峠を越えるみち

--------------------------------------------------------------------------------

【月例会】

・月例会は毎月一度の話し合いの場です。どなたも歓迎ですのでご参加下さい。

【例会参加者へ】

・特に表記のない例会は、雨天決行です。

・特別の場合を除いて事前申し込み不要です。

・例会は、どなたも参加できます。

・(下見)とある例会も本番同様進行します。ご遠慮なく参加お願いいたします。

・会員は会員証とウォーキング手帳を御持参下さい。(貰っていない方は事務局へ)

・タイトルの前に※があるのは当会主催ではありません。

他会主催の場合の詳細はそれぞれの主催者にお問合わせ下さい

・例会についての質問は、担当者名が掲載されていればそこへ。それ以外は事務局へ。

八ヶ岳歩こう会事務局 / 多賀純夫 電話 0551-32-5888 FAX 0551-32-6877


